
祈祷舞神楽を練習する小中学生
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伝統を受け継ぐ
鳴子製作 やまもも工房

よさこいで欠かすことのできない、よさこい鳴子
の工房。職人の技が光る手作りの鳴子や提灯など
で、地域の伝統を支えています。伝統的な鳴子の
配色をオリジナルの配色で展開した先駆者でも
あり、平成25年には合併推進体制整備費補助金
で香美市の新しい鳴子も製作しました。

塩を運ぶため人々が往来した道
を辿る歴史深いウォーキングコー
スを歩くもので、年々参加者が増
える人気のイベントです。地元の
人たちによって整備・維持された
快適なコースです。
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香北町の夏の風物詩とも
いえる夏祭りです。模擬店
やステージの他、巨石を
持ち上げる力石かつぎや
相撲大会、うなぎつかみ
など、子どもから大人まで
誰もが楽しめる夏のひと
ときです。

川上様夏祭り
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